
野の花館だより   2007/夏号 ／ No.44 
みどりが目にまぶしい季節です。濃い緑の中に大きな泰山木がまっ白な花を咲かせています。 

皆様にはお変わりございませんか？ 

野の花館は第8期総会を終え、その前には第13回野の花館まつりも終わって、しかもМИР（ミール）コンサートも 

3回を数えました。音楽を通して今年は文化芸術の果たす役割を地域に知らせていく年になるのかなあと思ったりしています。 

МИР（ミール）の稲田さん達の登場により何より嬉しいのはこの地域の方々が足を運んでくださるようになったことです。 

稲田由香里さんが、同地区で生まれ、中学までは高鍋東の校区で育ってしかもモスクワ音楽院卒業後、パ－トナ－を伴い 

すぐにふるさとに帰ってきて音楽活動をはじめるという、大英断の賜です。 

このような田舎で演奏活動で暮らしを立てていくことは本当に困難なことだと思います。 

過去３回の演奏を聴いた人々は、口々に「素晴らしい演奏だった」「この人数ではもったいない!」などなど、 

期待で胸が膨らみます。気軽に演奏会を開いて私たち町全体で彼らを応援していきたいものです。 

野の花館では１ヶ月に１回はコンサ－トを開いています。どうぞお出かけください。 

夏企画は久しぶりに木内里美さんの企画で今、全世界で活躍中の重松壮一郎氏のピアノとアジアの打楽器 

久保純子さんを迎えて木内さんが朗読のコラボレイションです。夏休みの予定に入れてください。 

ʊʠ ʃˁɸҦɹɿɽʎʃɲ̞  

         毎月МИР（ミール）ミニコンサート開催 
                   ヴァイオリン＆ピアノ・デュオ 
                    ｳﾞｧｲｵﾘﾝ（稲田竜斗）   ﾋﾟｱﾉ(稲田由香里) 

とき・２００７年６月２４日(日)  １４：３０開場 １５：００開演 

“ ʙễʉʔ” 作曲家達の雨に寄せる想いをお楽しみください 
        参加費 大人のみ 1,000円 

Ｈ19年度芸術文化振興基金助成事業 
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森の音＆言葉のシャワ－！！ 
森のざわめき,鳥の歌、川の流れ、森羅万象に 

全ての想いを託して音で表現する重松壮 

一郎のピアノ演奏、バリの様々な打楽器を 

駆使して人を含めた自然をそのまま音に 

息を吹き込む久保純子、「父は空、母は大 

地」～インデアンからの手紙～「千の風にな 

って」など人間の根源的な言葉を身体を使 

って音にしていく木内里美。三者の平和と自 

然に対する想いが一つの森に結集する･･･ 

とき・７月２８日（土）  
開場：７時 開演：７時半 

  参加費：大人２，０００円 

        子ども１，０００円 

       おやこ２，８００円 

 
重松壮一郎さん        久保純子さん 

木内里美さん  

 

      



ōŉő ̟̆̒ ̆˲˚̚˜̟˯ 
デビュ－コンサ－ト 3月21日(日) 組曲「四季」より"春“（A,ヴィヴァルデイ）など世界の春を集めて･･･9曲 

みどりのコンサ－ト 4月29日（日） 春のソナタ（べ－ト－ヴェン）5月のそよ風（メンデルスゾ－ン曲．クライスラ

－編曲）など 12曲 

ロシアの昼下がり 5月20日（日） 熊蜂の飛行（～リムスキー＝コルサコフ曲）など7曲 

各コンサ－トはそれぞれとても魅力的で約30名の方々が生演奏を満喫しました。感想が寄せられています。 

ʂḥṘʜˮ̌ˏ˪˯˚̚˜̟˯ʙễʉʔ 
 稲田竜斗・由香里ご夫妻のヴァイオリンとピアノの 
デュエットコンサートのお報に接したのは二月 

のこと、パンフレットの記事の中、お二人共クラシックの一 

流国ロシアで修業され、その後その周辺国で活動もさ 

れて居られた由、この高鍋にそんな本場で修業されて 

独立された方が今後はこの地を拠点に活動の輪を 

広げたいというその志の高さに魅せられました。 

申す迄もなく本物の演奏を聴く機会など無きに等しい 

この田舎町で今後引き続き生の演奏が聴けるなど 

希有なことと言ってもいいと思われます。今後の問題として、 

周辺の人々 がどれ程その価値を感じこのお二人の音楽家 

を育てていこうとするその姿勢、文化度にかかっていると思い 

ます。この地元高鍋で幸い野の花館のご協力も相ま 

って演奏会が月々継続される予定と伺い、大いに意を 

強くしているところです。然し斯く言う私はこの様な新しい 

風に熱い想いとあこがれさえ持っておりますが、如何せん 

町から一番離れたところに住み移動手段さえなく頼 

みの綱のバスは今のところかろうじて日に三往復という 

ことでは意の如くなりません。私如き老齢の者が力んで 

みても致し方なく、ただただお子様をお持ちの親御さんや 

比較的時間の自由になる祖父母の方達のご協力が頼 

みだと思うのですが・・・ 

それにしても後に伺ったことですが、今は亡きかつての世 

界的ヴァイオリニストのオイストラフのお弟子さんについて 

の修業と伺い、尚更私もレコードでその名演奏をこの上 

なく愛聴した者の一人として更に更に喜びでございます。 

その上に特に由香里さんはまだお若いのに成人され 

る迄に御苦労もなさって居られる由、これ又尚更に私 

を惹きつける要素になりました。御夫妻を支えられるのに 

この事はとても大切ですし、ましてや音楽に接しようとして 

集まって来られる方々に自ずとかもし出される振舞い 

に迄影響されると感じます。 

4/29の演奏会の折、馴染んだ曲も美しい響きでしたが 

特に（見上げてごらん夜の星）をの曲は軟らかく歌う様に 

快く拝聴させていただきました。   松丸 まき子 

 
€₤ 
ɢこれだけの質の高い演奏をたった¥1000で聴けるなんて･･･ 
とても感激です。しかも、ステージがとてもいいです。もっともっと 

多くの人に聴いてほしいと思いました。」 

ɢМИРさんの活動に大賛成です。音楽がみんなのものになるように、平和とか美しいものを愛する心が 
人々の心に地下水のように流れていきますように。」 

 



第13回野の花館まつり       4月29日（日） 
                  高千穂町土呂久 佐藤マリ子 

                               素朴だけどわくわくする。まるでおもちゃ箱を

ひっくり返したような、宝箱のような、そんな言

葉が野の花祭りにはぴったりくる。 

もう１０年ぐらい野の花祭りに参加しているが、

この気持ちは変わらない。今年も期待以上に

わくわくのお祭りだった。 

人形劇に紙芝居、紙細工、和太鼓、朗読、フォ

ークダンス、歌のコンサート、ヴァイオリンとピ

アノのリサイタル、４月の新緑の中すてきな声

が、音が響いた。ほとんどの出演者が素人だ

が、大劇場では味わえない素朴さ、さりげなさ

がまたすばらしい。 

子供達は催しものだけでなく思い思いに遊ん

で                                                  でいた。絵本を読んだり、おっかけこをしたり、 

ナイフで竹を切り、笛を作ったり。まさにみん 

なで作るお祭りだ。 

作るといえば、食べ物のことも忘れてはいけ 

ない。春のお祭りらしく野草たっぷりのランチ

はすてきだった。 

野の花館の庭で摘んできたよもぎやら、ユキ

ノシタやらいたどりやら。それに野の花館のお

抱えシェフの黒木よし子さんの庭で摘んで 

きたさんしょうにあしたば、これらの野草は美

味しい天ぷらに変身した。 

黒木シェフのお料理、春のちらし寿司にクコの

寒天もまたすてきだった。 

だれが摘んできたのだろうか？お皿にはたくさんの野いちごが盛られていた。緑の中で食べる春のランチ、野趣あふれていてま

るで子供の時のおままごとみたいだった。（おままごと違うのは本当に食べられるという点だが。） 

こんなにも盛りだくさんで美味しい野の花祭り、来年も参加せずにはいられない。  

野の花館まつり       小林市  大山 麿佐恵 
年々、規模が縮小されていく感がある野の花館まつりですが、大山家では春(初夏)の一番の楽しみ 

になりました。 昨年、あきれた商売をして(朝ごはん用の食パンを高値で売って!!）｢今年は何も売っちゃダメ!!｣ 

と言われた息子たちは、ちょっと残念そうでした。が、今年は濱崎さんと、野の花館の看板を作り、 

楽しくすごしました。 

 私は、稲田さん夫妻や黒木さんのライブにうっとりし、こういう新しい出会いがあるから 

やめられないんだよなぁ～と、つくづく感じました。 

ダンスをみる時の珠代の目は、きっと本物の天女が降りてきたと思っているぞ～って思ううっとりした 

目でした。 数日後。。。新聞記事に小林の劇団の紙芝居という文字をみつけた子ども達は 

｢お母さんのおはなしのってないよ！私達の紙芝居が書いてあるよ！｣とハナ高々!! 

 

 

 

 

 

 

 

  




